
校 訓　選定者  中村　元先生

会
長
挨
拶

令
和
二
年
度
会
員
皆
様
の
　

　
　
　
　
　
健
や
か
な
一
年
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

工
窓
会
会
長
　
田
中
正
彦

の
遅
れ
に
伴
い
、
三
年
の
月
日
を
か
け
て
本

年
四
月
に
無
事
に
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
校
内
に
あ
る
工
窓
会
館
の
入
口
周
辺

に
綺
麗
に
修
復
設
置
の
工
事
が
終
わ
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
帰
省
の
折
に
は
本
校
に
立
ち
寄

り
、
工
窓
会
館
を
訪
ね
、
整
備
さ
れ
た
石
垣

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

最
後
に
昨
年
末
よ
り
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
全
世
界
そ
し
て
日
本

全
国
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
昨
今
、

本
年
七
月
十
一
日
開
催
予
定
の
工
窓
会
本
部

総
会
を
中
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
年

一
回
会
員
同
士
が
集
ま
り
、
親
睦
と
情
報
交

換
の
場
と
な
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
な
い
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
、
ま
た
無
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ら
に
各
地
区
で
行

わ
れ
る
支
部
総
会
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
に
よ
り
開
催
等
に
つ
い
て
逐
次

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
各
地
区
支
部
の
役
員
の
皆
様
ま
た

本
部
役
員
の
皆
様
、
さ
ら
に
工
窓
会
会
員
全

て
の
皆
様
の
本
年
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
を
申
し
上
げ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
早
期
に
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
総
会

以
来
、早
一
年
。あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ

去
っ
た
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。
会
員
の

皆
々
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
総
会
以
来
各
支
部
総
会
を
は
じ
め
、
本

校
在
校
生
へ
の
支
援
及
び
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
こ

と
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昔
年
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
、
卒
業
生
及
び
会
員
の
情
報
収
集
や

会
の
活
性
化
に
、
本
部
事
務
局
を
は
じ
め
役
員
の

皆
様
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら

も
中
々
成
果
も
上
が
ら
ず
、
会
長
と
し
て
そ
の
力

の
無
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
令
和
に
入
り
三
万
名
を
会
員
と
す
る
当
会

が
、
近
年
母
校
を
卒
業
し
全
国
各
地
で
物
づ
く
り

の
最
前
線
で
精
一
杯
頑
張
る
若
い
会
員
を
、
先
輩

の
私
た
ち
が
い
か
に
関
わ
り
、
社
会
で
の
関
係
性

を
構
築
し
、
一
人
ひ
と
り
が
迷
い
や
不
安
を
当
会

に
関
わ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
今
更
に
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
若
い

会
員
た
ち
に
頼
り
に
さ
れ
る
当
会
と
な
れ
る
よ
う

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
そ
し
て
更
な
る
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
百
十
周
年
事
業
と
し
て
石
垣
の
移
設
工

事
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
国
道
拡
幅
工
事

工窓会総会中止のお知らせ
本年度の総会は、新型コロナウイルス感染の状況から中止といたします。
総会を楽しみにし、旧友との再会を楽しみにしておられた方もおられた事とは思いますが、感染防止の
観点からなにとぞご了承いただきたいと思います。
また、秋以降にでもというご意見もございましたが、会場予約・会員への周知等を考え、本年度は臨時
総会を含めて行わないことにいたします。
来年度の総会は、７月11日（日）に予定しておりますので、その時は、皆さんお誘い合わせの上ご出席
をお願いします。
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工
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
度
よ
り
全
日
制
課
程
か
ら
異
動

し
、
定
時
制
課
程
に
お
い
て
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
、
微
力
な
が
ら
引
き
続
き
専
心
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
世
界
各
国
に
お
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
罹
患
さ
れ
た
皆
さ

ま
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
生
活
や

お
仕
事
に
お
い
て
様
々
な
困
難
に
直
面
さ

れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
定
時
制
課
程
創
設
八
十
周
年
を
終
え
て
決
意
を
新
た
に　

　
定
時
制
課
程
　
副
校
長
　
楫
野
　
哲
央

さ
て
、
定
時
制
課
程
に
お
き
ま
し
て

は
、
昨
年
、
創
設
八
十
周
年
を
迎
え
、
十

月
十
五
日
に
は
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
さ

ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
記
念
式
典
を
盛
大

に
挙
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
式
典
に
お
き
ま
し
て
は
、
定
時
制

課
程
の
生
徒
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
、
生

活
体
験
発
表
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

島
根
大
学
音
楽
教
育
専
攻
木
管
五
重
奏
団

の
皆
さ
ま
に
よ
る
記
念
音
楽
会
で
華
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
あ

た
り
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に

あ
ら
た
め
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
八
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
工
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま

の
長
年
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
諸
先
輩
の
皆
さ
ま
方
か
ら
受

け
継
が
れ
た
定
時
制
教
育
を
さ
ら
に
魅
力

的
な
も
の
に
し
、
次
の
時
代
に
渡
し
て
い

く
こ
と
が
私
ど
も
教
職
員
の
使
命
で
あ
る

と
今
ま
さ
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
島
根
県
教
育
委
員

会
で
は
、
今
年
度
よ
り
令
和
六
年
度
ま
で

の
計
画
期
間
に
よ
り
、「
し
ま
ね
教
育
魅

力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、「
ふ
る
さ

と
島
根
を
学
び
の
原
点
に
未
来
に
は
ば
た

く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
て
教
育
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
本
校
定

時
制
課
程
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
理
念

の
も
と
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
目
標
を

共
有
し
、
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
を

さ
ら
に
魅
力
的
な
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま

す
。
工
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
工
窓
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

※１　工業（電気・機械・建築）に関する社会的実務経験（高専・短大・大学卒、大学院修了の方は
概ね３年以上、高卒の方は概ね５年以上）を有する方。

※２　※１以外にも、大学（電気・機械・建築）の正規の課程を卒業（見込み）の方で、一定の条件
を満たされる方は、高等学校教諭普通免許状（工業）をお持ちでない方でも、受験可能です。

※３　要項等の採用試験情報は、島根県教育委員会（学校企画課）のホームページをご覧ください。

社会経験を母校・島根の工業教育に
生かしませんか！

社会的実務経験※１により島根県の工業教員採用試験を受験できます
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令和元年度　就職先一覧

科 建築都市工学科（Ｋ） 電子科（Ｄ） 電気科（Ｅ） 情報技術科（Ｊ） 電子機械科（Ｆ） 機械科（Ｍ）

県
内

今岡工業㈱ ㈱出雲村田製作所② 一畑住設㈱③ ㈱アイビー② ㈱アイビー ㈱出雲村田製作所
㈱オンチョウ 一畑住設㈱② 小松電機産業㈱ ㈱出雲村田製作所② ㈱出雲村田製作所② オーエム金属工業㈱②
　（旧：山陰温調工業㈱） ㈱島根富士通 島根自動機㈱ 一畑電車㈱ オーエム金属工業㈱ オーケーリース㈱
カナツ技建工業㈱② セコム山陰　㈱ 島根島津㈱ ㈱オーエム機械　宍道工場 ㈱ガット ㈱オンチョウ
㈱金見工務店② 泰榮エンジニアリング㈱ 島根電工㈱③ 協和地建コンサルタント㈱ ㈱キグチテクニクス 　（旧：山陰温調工業㈱）②
㈱真幸土木 　松江営業所 ㈱日立金属安来製作所 島根ナカバヤシ㈱松江工場 ㈱彩雲堂 ㈱カーテックス一畑
㈱中筋組 ㈲土江本店 ㈱福島石油 松栄設備㈱ 島根自動機㈱ 小松電機産業㈱
西日本ホーム㈱ 日東電装㈲ ㈲松江皆美館（皆美館） ㈱第一総合警備 城東化成㈱ 山陰クボタ水道用材㈱②
　<不動産リフォーム＞ パナソニック㈱IS社 ㈱三原電工 太平ビルサービス㈱ ㈱スター精機出雲工場 島根自動機㈱
㈱日西テクノプラン 　デバイスソリューション事業部 ヤンマーキャステクノ ㈱太陽電機製作所 ㈱太陽電機製作所 島根トヨタ自動車㈱
㈱豊洋 日立金属㈱安来工場 　㈱松江事業部 タニダ㈱ トヨタカローラ島根㈱ ㈱島根富士通
まるなか建設㈱② 樋野電機工業㈲ 日産部品山陰販売　㈱ ㈱原商 社会医療法人　昌林会
㈱ワールド測量設計 前川鋳工造機㈱平田工場 日立金属㈱安来工場 ㈱日立金属安来製作所 ㈱太陽電機製作所

マツエ通信工業㈱ ㈱日立メタルプレシジョン ㈱日立メタルプレシジョン ㈱ティーテック
社会福祉法人　みずうみ 北陽警備保障㈱ ヒラタ精機㈱ 秦精工㈱
山代電気工業㈱ ㈱ホンダクリオ島根 ヤンマーキャステクノ㈱ ㈱日立金属安来製作所
㈱ヤマト 　（HondaCars島根東） 　松江事業部② 日立金属㈱安来工場②
和幸㈱ ㈲松江皆美館 ㈲松江皆美館

　（味皆美ふじな亭） 　（味皆美ふじな亭）
㈱ミック ヤンマーキャステクノ㈱

　松江事業部

県
外

㈱新井組 ㈱ソルコム② ㈱木内計測　中国事業部 中国電力㈱ いすゞ自動車中国四国㈱② 中国電力㈱②
㈱鴻池組 日本通運㈱山陰支店 山陰東芝エレベータ㈱ ㈱NTTフィールドテクノ 尾道造船㈱尾道造船所 内海造船㈱②
大末建設㈱ ㈱日立ビルシステム 中国ビルウェア㈱ ㈱富士通エフサス 山九㈱東中国支店 広島アルミニウム工業㈱
㈱松村組 　中国支社 中国計器工業㈱ ㈱タカミヤ JFEスチール㈱西日本製鉄所② 東レ㈱滋賀事業場
㈱森本組② 石田エンジニアリング㈱ 中電環境テクノス㈱ 西日本高速道路 三菱電機㈱伊丹製作所
㈱熊谷組 ㈱ルーセント ㈱中電工② 　エンジニアリング中国㈱ アイシン・エイ・ダブリュ㈱
多田建設㈱ 　アスリートワークス ㈱電力サポート中国 マツダ㈱ トヨタ自動車㈱
㈱ナカノフドー建設 トヨタ自動車㈱ 日電工業㈱ ㈱クボタ
日本建設㈱ 矢上工業㈱ 石田エンジニアリング㈱ 佐川急便㈱
㈱フジタ ㈱マキタ ダイハツ工業㈱本社

日本コルマー㈱
日本製鉄㈱広畑製鉄所
日立金属㈱山崎製造部

公
務
員

島根県職員（警察事務） 自衛隊（自衛官候補生）② 島根県職員（一般事務） 自衛隊（自衛官候補生）
松江市職員（一般事務）

令和元年度　進学先一覧

大
学

島根大学　総合理工学部 岡山理科大学　工学部 岡山理科大学　工学部 金沢工業大学　工学部 大手前大学　現代社会学部 広島工業大学　工学部
　建築デザイン学科 　電気電子システム学科 　電気電子システム学科 　情報工学科 　現代社会学科 　知能機械工学科②
広島工業大学　工学部 広島工業大学　工学部 金沢工業大学　工学部 広島工業大学　環境学部 岡山理科大学　工学部
　建築工学科 　電子情報工学科 　電気電子工学科 　地球環境学科 　情報工学科
広島工業大学　工学部 島根大学　総合理工学部 広島工業大学　工学部 広島工業大学　工学部
　環境土木工学 　機械・電気電子工学科 　電子情報工学科 　知能機械工学科
福山大学　工学部 鳥取大学　工学部 広島国際大学　健康科学部 広島国際大学　保健医療学部
　建築学科 　電気情報系学科 　心理学科 　医療技術学科臨床工学専攻

広島工業大学　工学部 福山大学　人間文化学部
　電気システム工学科 　メディア映像学科

専
門
学
校
　
等

京都建築大学校　建築科③ 出雲医療看護専門学校 島根職業能力開発短期大学校 ECCコンピュータ専門学校 岡山理科大学専門学校 トヨタ神戸自動車大学校
修成建設専門学校 昼間部 　臨床工学技士学科 　住居環境科 　システムエンジニアコース 　アクアリウム学科 　自動車整備科
　住環境リノベーション学科 大阪観光専門学校 大阪航空専門学校 神戸電子専門学校 島根職業能力開発短期大学校
駿台観光＆外語ビジネス専門学校 　鉄道サービス学科 　航空整備士学科 　ゲームソフト学科 　生産技術科
　韓国語･英語 神戸電子専門学校 神戸電子専門学校 島根リハビリテーション学院 島根県立東部高等技術校
　（韓国短期留学）コース 　ゲームソフト科 　ゲームソフト学科 　理学療法学科 　建築科
九州職業能力開発大学校 島根リハビリテーション学院 神戸電子専門学校 松江総合ビジネスカレッジ 島根県立東部高等技術校
　建築科 　理学療法学科 　ゲームプログラミング学科 　IT学科スマホアプリコース 　自動車工学科

ＨＡＬ大阪 広島情報専門学校 島根県立東部高等技術校
　ＣＧ学科 　情報システム専門科 　美容科
広島酔心調理製菓専門学校 広島酔心調理製菓専門学校
　調理師科 　調理師科

広島コンピュータ専門学校
　グラフィックデザインコース
ITカレッジ沖縄
　サイバーセキュリティ科

（2）地域別就職状況（人）

　　　　科

　区分

建築都
市工学 電子 電気 情報技術 電子機械 機械 計 合

計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
県内 11 3 15 3 13 16 4 18 19 3 92 13 105

県

外

関　東 5 1 1 7 7
中　部 1 1 2 4 4
近　畿 6 2 1 1 5 1 2 17 1 18
中四国 4 9 1 8 5 27 27
その他 1 1 1
小　計 11 8 11 4 13 1 9 56 1 57
計 22 3 23 3 24 20 4 31 1 28 3 148 14 162

（１）科別進路状況(人)

　　　　科

　区分

建築都
市工学 電子 電気 情報技術 電子機械 機械 計 合

計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

就
職

学校紹介 22 3 23 3 24 20 4 31 1 28 3 148 14 162
縁故自営
公 務 員 1 2 1 1 1 5 1 6
自己開拓
未　　定 1 1 2 2

進
学

進　　学 7 3 8 5 1 12 1 8 8 48 5 53
未　　定 1 1 1
計 31 6 33 3 30 1 34 6 39 1 37 3 204 20 224

令和元年度進路状況
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令和元年度　島根県高等学校総合体育大会成績

学校行事の様子

http://www.matsue-th.ed.jp/

糸賀　65Kg級２位　
インターハイ出場

団体優勝
６年連続28度目の優勝
インターハイ出場
個人　準優勝　３ペアインターハイ出場

富田　中国大会　
円盤投げ　　　６位　インターハイ出場
ハンマー投げ　６位　インターハイ出場

前島　７１ｋｇ級優勝
インターハイ出場

近藤　ライト級優勝
インターハイ出場

団体　中国地区２位　
全国選抜出場

レスリング部

ソフトテニス部

ボクシング部

フェンシング部 陸上部

遠足1日体験入学

体育祭

文化祭

島根県高校総体 男子総合４位

毎年恒例　工窓会総会
吹奏楽部による演奏
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母
校
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　「
石
垣
の
移
築
工
事
」
の
完
了
報
告

　

平
成
二
十
八
年
の
母
校
創
立
百
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
計
画
し
た
「
石
垣
の
移
築
工
事
」

は
、
国
道
四
三
二
号
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
歩

道
整
備
事
業
に
よ
り
工
窓
会
館
国
道
側
に
母
校

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
で
築
い
た
石
垣
を
撤

去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
計

画
さ
れ
た
事
業
で
す
。

　

工
窓
会
館
国
道
側
は
旧
日
本
陸
軍
歩
兵
六
三

連
隊
の
境
界
土
塁
と
し
て
築
か
れ
戦
後
工
窓
会

館
の
敷
地
境
界
と
し
て
国
道
側
に
残
っ
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
九
年
の
九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
土

塁
の
劣
化
対
策
と
学
校
環
境
美
化
の
一
環
と
し

て
当
時
の
事
務
局
長
で
記
念
事
業
目
前
の
平
成

八
年
に
急
逝
さ
れ
た
工
業
化
学
科
昭
和
三
十
四

年
度
卒
周
藤
晏
睦
氏
の
尽
力
と
工
窓
会
員
の
皆

様
の
ご
厚
志
に
よ
り
当
時
四
百
万
円
の
予
算
で

自
然
石
三
段
組
の
石
垣
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
来
二
十
年
を
経
過
し
今
回
の
国
道
拡
幅
工

事
に
伴
い
石
垣
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
時
の
工
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
厚
志
で

整
備
し
た
石
垣
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
到
底
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
百
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
建
築
科

昭
和
二
十
四
年
度
卒
前
工
窓
会
会
長
僊
石
友
秋

氏
を
中
心
に
撤
去
し
た
石
垣
の
有
効
活
用
を
考

え
、
経
年
劣
化
が
目
立
っ
て
き
た
工
窓
会
館
入

口
側
の
土
塁
に
替
え
て
撤
去
し
た
石
垣
を
移
築

す
る
こ
と
を
百
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
工
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
厚
志
五
百
万
円
の

予
算
で
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

国
道
四
三
二
号
線
の
拡
幅
工
事
の
遅
れ
に
伴

い
工
事
の
着
工
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
令

和
二
年
三
月
か
ら
移
築
工
事
を
行
い
四
月
初
旬

に
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
工
窓
会
員
の

皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

元
事
務
局
長
　
機
械
科
　
昭
和
五
十
五
年
度
卒

目
　
附
　
直
　
人

定
時
制
で
は
生
徒
た
ち
が
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
勤
労
観
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
に
年
間
二
十
数
種
類
の
体
験
学
習
・
講
座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

体
験
学
習

定
時
制

八
月
二
十
七
日
　
茶
道
体
験
学
習

　

裏
千
家
の
先
生
２
名
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
２
年
生
を
対
象
と
し
て
第
１
回
目
の
茶
道

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
茶
道
の
礼
儀
作
法
に
最
初

は
皆
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
優
し

く
き
め
細
か
な
ご
指
導
に
よ
り
、
皆
の
立
居
振

る
舞
い
が
段
々
と
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

茶
道
は
日
本
人
の
心
、
お
客
様
を
も
て
な
す

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
学
ぶ
こ
と
。
他
人
を

気
遣
う
気
持

ち
が
育
ま
れ

る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
講

師
の
裏
千
家

の
先
生
方
、

ご
教
示
頂
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と

も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま

す
。

十
一
月
～
十
二
月
　
そ
ば
打
ち
体
験
学
習

　

講
師
の
先
生
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

そ
ば
粉
を
こ
ね
て
う
ま
く
団
子
状
に
し
、
伸
ば

し
棒
で
伸
ば
し
た
後
、
そ
ば
包
丁
で
切
り
ま
し

た
。
戸
惑
い
と
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、

最
終
的
に
は
太
さ
も
色
々
の
、
手
作
り
感
の
あ

る
美
味
し
い
そ
ば
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
　
和
菓
子
体
験
学
習

　

島
根
県
菓
子
工
業
組
合
で
講
師
を
し
て
お
ら

れ
る
「
福
田
屋
」
の
職
人
の
方
を
お
迎
え
し
、

３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
和
菓
子
作
り
体
験
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
江
の
和
菓
子
文
化
に
関

す
る
お
話
と
、「
桜
餅も

ち

」
と
「
練ね

り
き
り
」
の

実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
皆
出
来
上
が
り
の

大
き
さ
が
揃そ

ろ

わ
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
無
事

に
和
菓
子
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
和
菓
子
は
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
伝
統
文

化
の
一
つ
で
す
。
江
戸
時
代
よ
り
和
菓
子
文
化

の
根
付
く
こ
の
松
江
で
、
貴
重
な
和
菓
子
作
り

を
体
験
で
き
た
ご
縁
に
感
謝
致
し
ま
す
。

改修前改修後
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定
時
制
卒
業
生
会

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

　

冬
も
本
格
的
と
な
っ
た
12
月
17
日
、「
サ
ン

ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に
て
、
４
年
生
を
対
象
と

し
た
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ナ
イ
フ
や
ス
プ
ー
ン
の
種
類
や
持
ち

方
・
頂
き
方
、
食
べ
終
え
た
時
の
サ
イ
ン
な
ど

初
め
て
体
験
す
る
事
が
多
く
、
料
理
を
味
わ
う

こ
と
も
忘
れ
、
目
の
前
の
料
理
を
正
し
い
マ

ナ
ー
で
頂
く
事
に
、
皆
真
剣
で
し
た
。

　

正
し
い
マ

ナ
ー
を
身
に

つ
け
た
人

は
、
そ
の
所

作
も
美
し
く

見
え
ま
す
。

今
回
学
ん
だ

事
が
自
然
と

身
に
つ
く
よ

う
精
進
を
重

ね
て
い
き
ま

す
。

精
・
皆
勤
賞
表
彰

　

一
年
間
の
精
・
皆
勤
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
精
勤
者
五
名
・
皆
勤
者
八
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

定
通
体
育
大
会

県
定
通
体
育
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

３
校
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

松
工
38
―
18
浜
田

松
工
38
―
６
宍
道

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
内
体
育

館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

男
子
４
名
、
女
子
２
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
個

人
戦
で
は
男
子
３
名
、
女
子
１
名
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
、
う
ち
男
子
１
名
が
ベ
ス

ト
４
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
団
体
戦

は
２
位
で
し
た
。

【
柔
道
】

県
大
会
は
対
戦
相
手
が
無
く
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
高
体
連
で
の
審
査
の
結
果
、
男
子
１

名
が
全
国
大
会
へ
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

一
回
戦　

松
工
62
―
46
学
愁
館
（
栃
木
県
）

二
回
戦　

松
工
68
―
46
延
岡
青
朋
（
宮
崎
県
）

三
回
戦　

松
工
42
―
71
北
星
（
三
重
県
）

【
柔
道
】

一
回
戦　

松
工
○　

合
わ
せ
技
一
本

●
東
京
代
表

二
回
戦　

松
工
●　

送
り
襟
締
め

○
福
岡
代
表

定
時
制
創
設
八
十
周
年

　
「
定
時
制
課
程 

創
設
80
周
年
記
念
式
典
」
が

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
10
年

に
１
度
行
わ
れ
る
、
定
時
制
の
関
係
者
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
行
事
で
す
。
式
典
当
日
に
は
来

賓
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
の
方
々
が
大
勢
お

越
し
に
な
り
、
教
職
員
一
同
緊
張
し
た
面
持
ち

で
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
の
中
に
は
生

徒
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
、
生
活
体
験
発
表
も

あ
り
、
来
賓
の
皆
様
に
定
時
制
で
の
生
徒
の
活

躍
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
場
所
を
隣
室
に
移
動
し
て
、
島

根
大
学
音
楽
教
育
専
攻 

木
管
五
重
奏
団
の
皆

様
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
秋
の
夕
暮
れ
に
響
く
管
楽
器
の
音
色
に
、

一
同
心
地
よ
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
お
陰

様
で
大
変
良
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

事
務
局
長
交
代
に
つ
い
て

事
務
局
長
　
大
本
　
健
司

　

平
成
三
〇
年
度
か
ら
事
務
局
長
を
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
末
で
、
定
年

退
職
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事

で
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
会
長
を
は
じ
め
、
理
事
・
評
議
委

員
の
方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。

　

本
来
な
ら
、
総
会
の
場
で
ご
挨
拶
を
行
う
の

が
筋
だ
と
思
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
総
会
を
行
わ
な
い
事
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

後
任
に
は
、
土
木
科
五
十
六
年
卒
の
、
土
井

が
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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歌
う
。
さ
す
が
松
工

Ｏ
Ｂ
。

続
い
て
、
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
三
氏
（
岸
田

直
人
氏
、
藤
田
潮

氏
、
吉
永
寛
氏
）
か

ら
記
念
品
の
特
製
校

章
バ
ッ
ジ
を
皆
さ
ん

に
進
呈
、
特
別
感
が

盛
り
上
が
る
中
、
松

工
ビ
デ
オ
の
上
映
が

は
じ
ま
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

の
懐
か
し
い
映
像
に

し
だ
い
に
引
き
込
ま

れ
て
行
く
…
そ
し

て
、
由
緒
深
い
母
校

に
誇
り
を
持
ち
直
し
、
応
援
歌
を
口
ず
さ
み
、

校
舎
や
実
習
場
面
の
映
像
に
薄
れ
た
記
憶
が
一

気
に
蘇
る
。

ひ
と
呼
吸
し
三
味
線
演
奏
。
奏
者
は
挨
拶
の

藤
原
勲
氏
娘
の
美
喜
さ
ん
。
テ
ン
ポ
の
良
い
演

奏
に
満
点
ノ
リ
ノ
リ
。
そ
れ
に
乗
じ
岡
本
榮

一
氏
が
安
来
節
の
喉
全
開
で
ひ
と
花
咲
く
。
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
井
山
恭
明
氏
が
ハ
ッ
ス
ル
ス

ピ
ー
チ
で
二
花
。
こ
れ
に
続
け
と
深
田
普
佐
次

氏
が
ホ
ー
ラ
イ
エ
ン
ヤ
で
三
花
咲
く
。

花
の
先
に
は

宝
探
し
が
待
っ

て
い
た
。
お
宝

は
「
ル
ビ
ー
」

麺
（
別
名
ま

つ
え
ラ
ー
メ

ン
）。
井
上
陽

水
「
夢
の
中
へ
］
の
曲
に
乗
り
、
そ
こ
か
し
こ

の
宝
探
し
に
場
内
揺
れ
る
。
ほ
ど
な
く
あ
ち
こ

ち
で
お
宝
ゲ
ッ
ト
の
声
が
飛
ぶ
。

田
中
正
彦
会
長
の
最
後
の
お
宝
発
見
に
て
全

員
ル
ビ
ー
の
お
持
ち
帰
り
が
叶
う
。

最
後
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
締
め
く
く
り
、
校

歌
斉
唱
～
荒
木
博
氏
音
頭
の
万
歳
三
唱
に
て

完
。
絆
を
分
か
ち
合
う
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

次
回
も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
…
互
い
に
言

葉
を
か
け
つ
つ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
。
最
後
に
、
準

備
で
ご
支
援
頂
い
た
本
部
事
務
局
長 

大
本
健

司
先
生
に
紙
面
を
借
り
て
深
謝
し
ま
す
。

活
動
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
と
ま
り
Ｎ

Ｔ
Ｔ
全
国
で
表
彰
さ
れ
た
た
ば
か
り
。
こ
の
吉

報
を
受
け
活
動
の
一
端
を
伺
っ
た
。
そ
し
て
記

念
写
真
、
い
ざ
懇
親
会
へ
…
。

藤
原
勲
氏
に
続
き
来
賓
お
二
方
の
挨
拶
、
そ

し
て
乾
杯
。
さ
て
宴
会
ス
タ
ー
ト
と
思
い
き

や
、
ス
テ
ー
ジ
に
突
如
全
身
レ
ッ
ド
タ
イ
ツ
の

御
仁
登
場
に
場
内
ポ
カ
ー
ン
、
一
瞬
時
が
止
ま

る
。
間
を
置
き
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
告
げ
ら
れ
る
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
開
始
。
カ
ウ
ン
ト
ゼ
ロ
・
三
点
倒
立

ア
ク
シ
ョ
ン
～
心
技
一
体
の
演
技
が
二
分
に
わ

た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。「
73
歳
で
も
や
る
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
佃
禎
晃
氏
（
Ｅ
40
）
に
全
員

脱
帽
。

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
に
入
る
。
奏
者
は
エ
リ
ザ

ベ
ー
ト
音
大
生
の
串
山
夏
菜
さ
ん
と
常
雅
梅
さ

ん
。
松
江
出
身
の
自
己
紹
介
に
好
感
度
ア
ッ

プ
。
馴
染
み
の
曲
に
奏
者
を
孫
娘
に
重
ね
た
心

地
よ
い
ひ
る

べ
。ア

ン
コ
ー

ル
で
校
歌
と

告
げ
ら
れ
る

や
歓
喜
の
ど

よ
め
き
。
誰

言
う
と
な
く

全
員
起
立
し

広
島
支
部
は
、
令
和
元
年
11
月
30
日
（
土
）

本
部
か
ら
田
中
正
彦
会
長
様
、
元
当
支
部
・
現

倉
敷
支
部
の
井
山
恭
明
様
を
迎
え
、
隔
年
開
催

で
40
年
目
と
な
る
第
20
回
記
念
総
会
を
ワ
ー
ク

ピ
ア
広
島
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
会
員
８
名

の
ご
逝
去
に
黙
祷
。

総
会
を
恙
な
く
終
え

記
念
講
話
。
講
師
は

出
席
者
最
古
参
の
岡

本
榮
一
氏
。
同
氏
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
現
役
時
代
を
通
し
今
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Thank you
20th

Anniversary

工
窓
会
　
広
島
支
部
長

寿
　
藤
　
政
　
人岡本榮一さんの記念講話

佃禎晃さんの三点倒立

深田普佐次さん
ホーライエンヤ

バイオリン演奏

熱心に松工ビデオを観られる皆さん藤原美喜さんの三味線伴奏で
岡本榮一さん安来節

上段左から､ 寿藤政人M50､ 吉永 寛C57､ 岸田直人C53､ 野々
村茂A46､ 藤田 潮C53､ 荒木 博C54
中段左から､ 小泉 彰M41､ 藤原 勲E35､ 奥村恭三D37､ 深田普佐
次E36､ 佐藤 勝E36､ 落合邦彦D40､ 佃 禎晃E40､ 若槻幹穂C45
下段左から､ 藤原友長E40､ 勝部郁夫TA29､ 岡本榮一D26､ 田
中正彦E51､ 井山恭明E37､ 大野忠実M29､ 伊藤博司E35､ 矢田
昌巳M35

井山恭明さんスピーチ

田中正彦会長
最後のお宝ゲット

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
勝
者

吉
永 

寛
さ
ん

万
歳
三
唱
音
頭

荒
木 

博
さ
ん

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
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